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SPring-8通信

　2010B 期に採択された長期利用課題について、
2013A 期に3年間の実施期間が終了したことを受
け、SPring-8利用研究課題審査委員会長期利用分科
会による事後評価が行われました。
　事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対し
ヒアリングを行った後、評価を行うという形式で実
施し、SPring-8利用研究課題審査委員会で評価結果
を取りまとめますが、当該課題の実験責任者は、同
一研究テーマの課題を2013B 期からの長期利用課
題として新たに申請したため、その面接審査と同
時に最終期（2013A 期）終了前に当該課題のヒア
リングを第45回長期利用分科会（平成25年7月）
において行いました。その後、当該課題の最終期
（2013A 期）が終了後、実験責任者より改めて提出
された、全期間の研究成果をまとめた最終版の「長
期利用課題終了報告書」およびヒアリングの結果を
踏まえ、長期利用分科会による最終的な評価結果が
とりまとめられました。
　以下に評価を受けた課題の評価結果を示します。
研究内容については本誌12ページの「最近の研究
から」に実験責任者による紹介記事を掲載していま
す。

〔評価結果〕
 The pr incipal investigator (PI) developed the 
technique of NRVS (Nuclear Resonance Vibrational 

Spectroscopy) at beamline BL09XU and has applied it 
to the dynamics of iron atoms and the reaction processes 
in metalloproteins.  SPring-8 was featured on the cover 
of Angewante Chemie in which a recent paper on [NiFe] 
hydrogenase from the PI’s group was published.  Several 
papers have been published in Journal of American 
Chemical Society.  Also, this technique is employed by 
other groups and leading to several distinguished papers 
in high-impact journals.  Thus, the contribution of the 
PI to SPring-8 and the protein science should be highly 
appreciated. 
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